
 

令和元年 ７月１１日（木） 

住所：横浜市瀬谷区二ツ橋町４７０ 

電話：（０４５）３９１－２１３１ 

― 第 ２ 号 ― 

 

自分を想い、相手を想い、仲間を想う 

 

 間もなく、夏休みに入ります。学年によっても、一人ひとりによっても感じ方は違うと思いますが、生徒の

皆さんは、4 月からの 3 カ月余りの学校生活をどのように感じているでしょうか。 

1 年生は、4 月の 1 か月間で新しい学校生活に慣れ、5 月からは職場見学会も含めて本校での本格的な学習

に取り組みはじめ、充実感を得ながらも今は少し疲れが出ている頃でしょうか？ 

2 年生は、1 週間の職場実習に向けて 4 月から良い意味での緊張感を持ちながら努力し、どうにか無事に実

習を終え、ホッとしているところでしょうか？ 

3 年生は、いよいよ 1 年後の卒業・就労に向け、2~4 週間の本格的な実習に取り組み、改めて自分の進路選

択に向けて見つめ直している頃でしょうか？ 

夏休みは、学校での学習も小休止になります。ゆっくりと休んで力を蓄える人もいれば、普段はなかなか経

験できないことにチャレンジする人もいるかもしれません。それぞれ有意義な夏休みを過ごしてもらえればと

思っています。いずれにしても、夏休み明けからの自分の目標をしっかり立てることには取り組んでほしいと

考えています。そして、その目標に向かって、保護者の方や先生方の力を借りながら、また生徒同士お互いに

支え合い、助け合いながら、それぞれを成長させていってもらえればと思います。 

ここで私が大事にしてほしいと思うのは、「仲間」です。皆さんは、学校を卒業するとそれぞれの生き方で別々

の道を歩んでいくことになります。ただ、学校生活を共にする「仲間」というのはとても貴重な存在だと思い

ます。もちろん、「誰とでも」ということではないことは承知しています。でも、同じ目標（働く、自立、自己

実現）に向かって努力し続ける 3 年間は、限られた人としか共有できません。その「共有」を大切にしてほし

いと思います。そして、お互いの強みを認め合い、弱みは支え合ってほしいと考えています。時には嫌な思い

をしたり嫌な思いをさせたり、ぶつかり合うこともあるでしょう。誰もがみんな、それぞれの思いがあり、そ

れぞれの感じ方があり、それぞれの表現の仕方があるから、それは当たり前のことだと思います。そうしたそ

れぞれの違いを受け止めたうえで、お互いが気持ちよく過ごせるような関係づくりをしていけるといいなと考

えています。そして、卒業するときに、「3 年間、嬉しいことも悲しいことも、楽しいことも辛いこともあった

けど、仲間と一緒に過ごせたことが一番良かったな」と思えるようになるといいなと思います。 

もし時間があれば、夏休み中に自分と、自分の周りにいる人たちの思いを想像したり改めて思い返したりし

てみてください。もしかしたら、休み明けはこれまでとはまた違った「仲間」との関係が育っていくかもしれ

ません。 

 

 

夏季休業中の学校へのご相談、ご連絡、各種手続き等は、平日の８：３０～１７：００ にお

願いします。但し、１２：１５～１３：００は休憩時間となりますのでご了承ください。また、

８月８日（木）～１４日（水）は学校閉庁日としておりますので、この期間の学校業務は行

っておりません。ご了承くださいますようよろしくお願いします。 

 万が一、事故や事件など不測の事態が生じた場合は、必ず学校にお知らせください。 

 

 

 

 



 

             

○１年生 

流通・サービスの授業で、ウエス絞りをやろうとすると「手が痛くてできませ

ん。」という生徒がいました。話を聞くと、前回の時にウエスの絞り方に方につい

て注意を受けたので、家に帰って手の皮がむけるほど練習したそうです。その生徒だけでなく、みなさんを見

ていると、職業の時間を中心に「働こう」という意欲が作業に取り組む姿勢に表れています。「働く気持ち」は

教えることができません。ですので、自分の中にある「働く気持ち」を大切にしていってほしいと思います。

さて、もうすぐ夏休み。夏休みは、学校生活ではできないチャレンジをしてほしいと思います。そのためには

保護者の方の協力が必要になりますので、「なぜこのチャレンジが必要なのか。」を話し合っておきましょう。 

○２年生 

２年生は、ほとんどの生徒が実習から帰ってきました。この後、希望職種について話し合う進路面談があり

ます。自分がやりたいことは何なのか？自分の強みは何なのか？を考えながら、希望職種を決めていくのです

が、これがなかなか大変です。自分のことは考えれば考えるほどわからなくなるからです。ここで、私たちは

必ず２つのことを生徒たちに伝えます。１つ目は、「必ず、自分で決める」ということ。家の人、先生など様々

な人に相談をし、たくさんの意見を聞くことはとても大切。でも、最後は自分で決めましょう。仕事に就くと

うまく行くときだけとは限りません。うまくいかなくなったときに頑張れるために、他人のせい、にしないた

めにも重要になるのです。２つ目は、「自分が合わせることが実は一番重要」ということです。自分に合った仕

事というのは、ありません。自分が合わせていく努力ができるのか？その努力を続けられるのはどのような職

種なのか？２年生は、進路面談後には、自分の目標に向かって、さらに前向きに取り組んでいることと思いま

す。 

○３年生 

「聞いてもらいたいことがあるのですが、先生、近いうちにお時間とれますか？」このような言葉が、3 年

生の生徒から最近よく聞かれるようになりました。でも、最初からできていたわけではありません。 

入学以来、学校では『相談したいことがあったら、いつでも言ってくださいね。』と伝え続けてきました。生

徒たちは『相談が大事』とはわかっているけれども・・・・・「どのように、言っていいのかわからない。」「私

の話している内容を先生にわかってもらえるか不安。」「周りから、言いつけて（チクって）いると思われそう

で、先生に伝えていいのかどうかわからない。」「先生にじっと話を聞かれるのは、怒られているときみたいで

苦手。」などの思いがあり、なかなかできなかったのです。 

卒業後は、自分から相談しないと、周りは動いてくれません。6 月下旬から 7 月にかけてそれぞれの区のケ

ースワーカーさんとの面談も行いました。生徒たちには、＜自分から相談したら、良い方向が見えてきた！＞

と思える相談の経験を学校にいる間に少しでも多く積んで欲しいと願っています。 

○保健室 

 ５～７月に歯科指導を行いました。授業の中で自分の歯ブラシをよ～く観察すると…。「わ！汚れてる…」毛

先はボロボロではないけれど、歯ブラシが汚れていることに気が付く生徒が何人かいました。また、鏡を見な

がら歯みがきしていると、「歯肉が腫れてるなぁ」「この歯が、みがきにくいな」など生徒たち自身で気づいて

くれることが多かったです。 

 この歯科指導が少しでも、自分を知るよいきっかけになってくれたらいいなと思います。 

 熱中症が怖い時期になってきます。水分を摂っていない人はもちろんですが、朝ごはんを食べていなかっ

たり、睡眠不足になっていたりする人も熱中症になりやすいです。よく食べ、よく寝て、暑い夏に負けない体

をつくりましょう。 

○「横浜市立二つ橋高等特別支援学校Webサイト」                   

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/ss/futatsubashikoto/  

 

学校の様子を随時更新しています。ご覧ください。 
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